
■ RDUFの活動■

RDUFの活動の趣旨に賛同し、運営や企画に貢献する機関

会員が抱える研究データ管理に関する様々な課題について、共通のテーマで集まり議論を深め、
その成果を指針やガイドラインとしてまとめて公開することを目的とした「小委員会」を設置しています。

小委員会活動等によって得られた知見の継承および展開を長期的・継続的に行うことを目的に「部会」も設置しています。

各分野の事例収集

＜会員の主な所属分野＞
・情報学
・生命科学
・地理/宇宙科学
・材料科学
・人文学 など…

＜会員の主な職種＞
・研究者
・司書
・出版者
・IT開発者
・政策立案者 など…

議論や活動を、報告書やガイドライン、提言など様々な成果物としてまとめ、WEBサイトで公開しています。

学術界、社会へのインパクト

小委員会の成果物は、研究機関、政策立案者、学術組織など多岐の分野から、参考資料として採用されています。

個人会員：210名~ 機関会員：9機関

■ RDUF入会のご案内■

小委員会・部会

議論のとりまとめと一般化

成果物

ステークホルダーへのアウトリーチ、フィードバック

＜RDUF公式WEBサイト＞

入会のご案内ページ
https://japanlinkcenter.org/rduf/joinus/index.html

入会申込フォーム
https://form2.jst.go.jp/s/jalc_rduf_admission

研究データ利活用協議会（RDUF）
Evolving Research Data into Future Value － RDUF

■ RDUFについて■

ジャパンリンクセンター（JaLC）が2014年10月から2015年10月までの約一年間実施した「研究データへのDOI登録実験プロジェクト」にお
いて、分野を横断した実務レベルの研究データ担当者が集うコミュニティが醸成されました。
このコミュニティを活用し、オープンサイエンスの実現に向けてさらなる検討を継続していくことを目的に、2016年にJaLC特別部会として
研究データ利活用協議会（RDUF）が設立されました。

RDUFは、組織や分野を越えた情報共有や、シンポジウム等のイベント開催、小委員会・部会活動を通して、研究データの利活用に関する課
題に取り組んでいます。

研究データ利活用に関心があり、RDUFの活動（RDUF参加規約）に賛同いただける方は、どなたでも入会可能です。
詳細は、RDUF公式WEBサイトよりご確認ください。広く、皆様のご参加をお待ちしております！

<これまでの小委員会>  
・データ管理計画 (2017.9-2019.3) 
・リサーチデータサイテーション(2018.12-2020.6) 
・研究データライセンス(2019.7-2020.12) 
・ジャパン･データリポジトリ･ネットワーク(2020.1-2020.12)

・人文学・社会科学のデータ共有における課題検討(2021.10-2023.3)  
・研究資料･実験機器へのPID付与検討小委員会(2022.2-2023.9)
・研究データへのDOI 登録促進(2021.11-2024.6)

<現在活動中の小委員会>
・政府メタデータ共通項目小委員会(2025.9-)
・PIDユースケース検討小委員会(2025.11ｰ)

<現在活動中の部会>
・データ共有・公開制度検討部会
・ジャパンデータリポジトリネットワーク推進部会(JDARN)

https://japanlinkcenter.org/rduf/joinus/index.html
https://form2.jst.go.jp/s/jalc_rduf_admission


■RDUF公式WEBサイト■
https://japanlinkcenter.org/rduf/index.html

■問い合わせ先■
研究データ利活用協議会（RDUF）事務局 jalc-contact@jst.go.jp

■ これまでの主な成果物■

[研究データのライセンス検討プロジェクト]

• 研究データのライセンス表示ガイドライン ExecutiveSummary

• ライセンスの整理表

[研究データライセンス小委員会]

• 研究データの公開・利用条件指定ガイドライン

（DOI：https://doi.org/10.11502/rduf_license_guideline）

[ジャパン･データリポジトリ･ネットワーク（JDARN）]

• 研究データリポジトリ運営体制表

• リポジトリにおける役割・ドキュメント・アクション

• 研究データリポジトリ整備・運用ガイドライン（JDARN 案）

[リサーチデータサイテーション小委員会]

• CTS要求事項とアイテム

• データ引用原則の共同宣言-最終版

（DOI：https://doi.org/10.11502/rduf_rdc_jddcp_ja）

• リーフレット「研究データにDOIを付与するには？5分でわかる
研究データDOI付与」

（DOI：https://doi.org/10.11502/rduf_rdc_doileaflet）

• 学術雑誌のデータ公開ポリシーの変遷：2014年と2019年の比較

（DOI：https://doi.org/10.6084/m9.figshare.10025330）

[人文学・社会科学のデータ共有における課題検討小委員会]

• 「人文学・社会科学のデータ共有における課題検討」

データ共有の取り組みに関する事例集

[研究資料・実験機器へのPID付与検討小委員会]

• 研究データ利活用協議会研究資料・実験機器へのPID付与
検討小委員会 議論の経緯と今後に向けた提言

（DOI：https://doi.org/10.11502/rduf_pidrri_report3）

• PIDINST日本語訳ドキュメント

[研究データへの DOI 登録促進小委員会]

• 研究データへのDOI登録ガイドライン（日本語版）

（DOI：https://doi.org/10.11502/rd_guideline_2e_ja）

• 研究データへのDOI登録ガイドライン（英語版）

（DOI：https://doi.org/10.11502/rd_guideline_2e_en）

RDUFの成果物は、公式WEBサイトで公開しています！

＜RDUF公式WEBサイト＞

成果物ページ
https://japanlinkcenter.org/rduf/deliverable/index.html

■ 活動中の小委員会・部会のご紹介■

[ 政府メタデータ共通項目小委員会 ] 2025年9月～

 活動概要：

2021年4月に示された「公的資金による研究データの管理・利活用に関する基本的な考え方」では、公的資金による研究デー
タの産学官での幅広い利活用を図るため、15のメタデータ共通項目が示されました。本小委員会では、主として研究者の視点
からこれらの項目をレビューし、対応する項目の精緻化を検討します。さらに、国際標準に準拠したメタデータの在り方につ
いても議論し、政策提言に繋げることを目指します。

[ PIDユースケース検討小委員会 ] 2025年11月～

活動概要：

昨今、研究成果物や研究者、研究費、研究機関などに永続識別子（PID）を付与し、国際協調のもとデータを整備して分析に
役立てる試みが進んでいます。本小委員会では、 PIDを活用した具体的なユースケースづくりを通じて、多様なPIDの使用方
法とメリットを整理し、国内におけるPIDのさらなる普及を目指します。

[データ共有・公開制度検討部会]

活動概要：

本部会では、研究データライセンス小委員会の活動を継承し展開することを目的として、研究データの公開・利用条件指定ガ
イドラインの広報・更新などを実施します。また、研究データ利活用に関する法的・制度的課題の検討をもとに、学会やセミ
ナーで成果発表や知見の共有を行うほか、企画委員会による了承のもと、個別のアドバイザー的な役割も担います。

[ジャパン・データリポジトリ・ネットワーク推進部会（JDARN）]

活動概要：

本部会は、ジャパンデータリポジトリネットワーク小委員会の活動を継承・展開することを目的としています。主に、国内の
データリポジトリの信頼性を、国際的に期待されている水準に高めるための活動を行います。また、多様化するデータリポジ
トリへの要求に対応し、共通の課題を議論する場を設け、データリポジトリ関係者のコミュニティ形成を目指します。

活動中の小委員会・部会は、参加メンバーを募集しています！

参加をご希望の方は、下記リンクよりお申込みください。※参加にはRDUF入会が必要です。

小委員会参加申込フォーム

https://form2.jst.go.jp/s/rduf_Subcommittee_
participation

部会参加申込フォーム

https://form2.jst.go.jp/s/rduf_permanent_
participation

（本資料のダウンロード）https://japanlinkcenter.org/rduf/doc/rduf_flyer.pdf
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